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作品－２ 岩手山を望む啄木最初の歌文学
作品－３ 釧路市米町に保存される旧商家
作品－４ 盛岡市郊外に立つ啄木望郷の像
作品－５ 台東区に残る等光寺の啄木歌碑
筆者は２０１５年も石川啄木像を訪ねての旅を続けた。啄木が明治４１年４月に北海道から去った
釧路の地は，さぞ過酷な寒さであったろう。真夏であっても作品－１のような深い霧の中のま
ちである。釧路川をはさんで対岸の都市施設が見えないほどだ。ましてや明治期の１月から４
月初めの釧路にあっては相当な厳しさが想像される。その短かった釧路生活で啄木が目にした
可能性が大きな建築物が作品－３である。その外観を撮影したものの作品－１の港文館前と同
様，深い霧の中であった。屋内は作品のように整然と整備され，無料公開されている。
場所が変わって啄木の故郷・渋民村（現在は岩手県盛岡市玉山区）には，全国で最初の啄木
歌碑がある。遠方の岩手山に雲がかかろうとしていた。また別に，盛岡市街の東方に高台があ
る。啄木望郷の丘として整備されている一角で，盛岡出身の建築史家であった藤島亥治郎（故
人：東大建築名誉教授）先生の設計になる盛岡市愛宕山展望台なども現存する。作品－４が啄
木望郷の姿である。
啄木が晩年を過ごした都市は，東京であった。彼の葬儀を出してくれた仏寺を訪問した。こ
の寺は，彼の友人であった土岐善麿の実家である。等光寺という今なお下町に所在している浄
土真宗大谷派の寺である。寺の境内に入って右側に作品－５に掲げる啄木の歌碑が残されてい
る。その啄木像は北海道出身の彫刻家・本郷新（ほんごう・しん，１９０５～１９８０）による。
本年２０１５平成２７年春には，新しい啄木の歌碑が建立された。東京の文京区である。それが作
品－６に披瀝する「石川啄木顕彰室」と啄木終焉の地である。彼は不幸にして２６歳の短い生涯
を，貧困と病苦と家族の不和と残念な思いの中で終えなければならなかった。才能にあふれ，
しかもその偉大さに世間がやっと気づき始めた矢先であったのに…。ただ，ただ残念だ。ある
意味では作品以上に，啄木の実人生がわたしたちを魅了してやまない。
作品－６ 文京区の啄木終焉の地と顕彰室
